
 
 
 
 
 
 

 本校の「学校教育に関するアンケート」につきまして、多くの方々にご協力をいただき、ありが

とうございました。本年度の学校努力点は『自他を認め合い 学び合う生徒の育成』３年目として、

保護者の皆様と生徒にアンケートを行いました。その結果とそれを踏まえた今後の取り組みについ

てまとめましたので、ご覧ください。また、ご意見・ご質問などがございましたら、教頭までご連

絡いただきますようお願いいたします。 
 

 
 

『自他を認め合い 学び合う生徒の育成』 

求める具体的な生徒の姿 

⇒ 「自らの考えを発言できる生徒」 

⇒ 「相手の発言を傾聴できる生徒」 

⇒ 「自他を大切にできる生徒」 
 

自他を認め合う生徒 ⇒ 「自他を大切にできる生徒」 

❶ 相手を大切にする心の教育 … 挨拶や清掃の励行、思いやりの大切さ 
❷ 人との関わりの中で自立心を育む体験活動 
❸ 生活日誌や学校生活アンケート、教育相談 
❹ 自他の安全を踏まえて企画・運営する生徒による生徒のための行事 
 

学び合う生徒 ⇒ 「自らの考えを発言できる生徒」 「相手の発言を傾聴できる生徒」 

① 全ての生徒が夢中で受ける授業 … 活動（脳がフル回転）で思考力 

協働（多様な考えから取捨選択）で判断力 発信（聞き手が分かるように発表）で表現力 

② 朝学習や「基礎学コンクール」 … 一人一人が目標達成を目指した粘り強い自主学習 

③ 「訊き（聴き）合う」関係づくり … 「分からない」を大切にした学習 

 

Ⅰ 学校教育活動全般について 

「学校努力点を達成するために教育活動が行われている」と答えた生徒は 93％、保護者は 90

％、「生徒の健康と安全を考えて教育活動が行われている」は生徒 95%、保護者 91％と、昨年度

以上の高評価をいただいております。今年度も、新型コロナウイルス感染症の影響から体験活動

や学校行事などを縮小せざるをえませんでしたが、その分日々の授業に力を注ぎ、学校努力点を

推進してきました。本年度の学校教育に関するアンケート結果などを生か

して、４年目の来年度も、引き続き学校努力点を『自他を認め合い 学び

合う生徒』とし、取り組んでいきたいと思います。 
 

Ⅱ 学校生活について 

「学校生活を楽しく送っている」と答えた生徒は 95％、保護者は 85％、「思いやりの気持ち

をもって学校生活を送っている」は生徒 97％、保護者は 93％という結果でした。また、「先生
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や仲間によいところを認められている」と答えた生徒は 91％、保護者は 88％、「自ら進んであ

いさつをしている」は生徒 95％、保護者 87％、「自らを大切にして学校生活を送っている」は

生徒 96％、保護者 89％と、こちらも高評価をいただいております。生徒の発言や表情からも、

日々の生活や友人や職員との交友を楽しみにし、生き生きと教育活動に取り組んでいる様子が見

られ、我々職員もうれしく思っています。今後も挨拶や清掃の励行を継続し、道徳科の授業や総

合的な学習の時間をはじめ、学校行事といった場面で認め合いや振り返り活動を多く取り入れ、

人との関わりの中で自己肯定感や他者理解力を高めることができるようにしていきたいと思い

ます。そして、生徒がより一層思いやりにあふれ、笑顔で楽しく学校生活を送ることができるよ

う努めていきたいと思います。 

 

Ⅲ 学習について 

「『なかまなビジョン』の学習過程で授業が進められている」と答

えた生徒は 88％、保護者は 70％、「授業が分かりやすい」と答えた生

徒は 86％、保護者は 53％という結果でした。特に生徒の結果において

は、「ユニバーサルデザインの視点」を取り入れるなどして、分かりやすく安心感のある協働学

習に努めた成果だと考えます。また、「相手の発言を傾聴している」と答えた生徒は 96％、保護

者は 83%と一定の評価をいただいているものの、「自らの考えを自信をもって発言している」は

生徒 62％、保護者は 51％という結果でした。この結果から、ICTを用いてめあてをつかみ、自ら

の考えをもつまでは成果が出ているものの、他者と協働する中で互いの考えを比較・検討し、自

らの考えを深めた上で発表することに課題があると考えます。今後は、学習者用タブレットなど

の ICTを活用したり仲間と対話する場面を一層工夫したりして、「個別最適な学び」と「協働的

な学び」を一体的に充実させ、主体的・対話的で深い学びの実現に努めていきたいと思います。 

 

Ⅳ 生徒理解・教育相談などについて 

「生徒をよく理解している｣と答えた生徒は 87％、保護者は 81％、「適切に相談に応じている」

は生徒 91％、保護者 82％、「家庭や地域との協力関係ができている」は生徒 91%、保護者 81%と

いう結果でした。今後も生活日誌や学校生活アンケート（hyper-QU）、教育相談などを効果的に

活用しながら生徒とコミュニケーションを図り、生徒理解に努めていきたいと思います。また、

保護者・地域との連携を密に取りながら、適切に相談や指導を行っていきたいと思います。 

最後に、各項目で高評価をいただいておりますが、保護者の皆様からは昨年度に比べて多少ポ

イントが下がっており、忌憚のないご意見も頂戴しております。また、保護者の皆様と生徒、そ

して本校職員で認識に多少相違もありました。ご意見に真摯に耳を傾け、相違を埋めるための教

育活動やコミュニケーションの充実が必要だと考えます。各種たよりをはじめ、ホームページや

きずなネットを用いた情報提供を充実させ、生徒の頑張りや本校の教

育活動をより理解していただけるよう工夫を重ねていきたいと思いま

す。今後も、「生徒が」主体となる取り組みを重視し、富田中学校に

関わる皆様が「自他を認め合い 学び合う」ことができるよう努めて

いきます。ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
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※グラフ横の数字は、「思う」「おおむねそう思う」を足

した割合  



 


